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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、精神障碍者の地域定着事業を推進するために、紛争解決のための
対話技法と精神療法であるオープン・ダイアローグを組み合わせた対話技法を開発し、精神障碍者の地域定着を
促進するための対話モデルを構築することである。
　結果として、上述の対話モデルを活用し、精神障碍者のピアサポートグループ（「ピア南信　しあわせの
種」）を組織し、市民との交流会や看護大学や看護専門学校での講義、学会でのシンポジウム開催などの活動を
行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a dialogue technique that combines 
the dialogue technique for conflict resolution and open dialogue, a psychotherapeutic method, in 
order to promote the project of community settlement of the mentally challenged, and to construct a 
dialogue model to promote community settlement of the mentally challenged.
　As a result, utilizing the dialogue model described above, we organized a peer support group for 
the mentally challenged ("Peer Nanshin Shiawase no Tane") and conducted activities such as exchange 
meetings with citizens, lectures at nursing colleges and nursing schools, and holding symposiums at 
academic conferences.

研究分野： 医療福祉倫理

キーワード： 応用倫理　精神障害　コミュニケーション　対話　ピアサポート
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研究成果の学術的意義や社会的意義
精神障碍者を「脱病院化」し、地域定着を進めるのは喫緊の課題である。しかし、現状はほとんど進んでいな
い。これは、地域住民だけでなく、医療関係者自身がトラブルを恐れているためだと考えられる（現状は入院中
心医療である）。本研究の目的は、この問題を解決するべく、紛争解決のための対話技法と精神療法であるオー
プン・ダイアローグを組み合わせた対話技法を開発し、精神障碍者の地域定着を促進する対話モデルを構築する
ことであった。
結果として、この対話モデルを活用することによってピアサポートグループを組織し、運営することができた。
これは、社会的意義だけではなく、応用倫理学をより実践的にするという学術的意義を有する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 

2004 年以来、日本の精神保健福祉行政は「入院中心から地域生活中心」に方針が転換され、
精神障碍者の地域定着事業が推進されている。また、2014 年には国連障碍者権利条約が批准さ
れた。しかし、国の施策は進んでいない。2022 年 9 月 9 日に提出された同条約の対日審査総括
所見においては、障碍者の強制入院や身体拘束等の人権問題に関する「父権主義的なアプローチ」
に対して大きな懸念が示された（United Nations Human Rights Treaty Bodies, 2022）。 
勿論、厚生労働省も無策ではなく、2017 年より「精神障碍者に対応した地域包括ケアシステ

ム」の再構築を打ち出している。そこで特に注目されているのは、障碍者当事者とその家族、地
域の人々との互助・自助活動を促進するものとしてのピアサポート活動である（厚生労働省,2015)。
しかし、その動きに対して、患者家族や近隣住人だけではなく、医療者自身からの懸念も多く、
入院中心医療を望む声も依然として強い。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は 2 点ある。第 1 に、ピアサポート活動の有効性を実証するために、それを円

滑に運営するためのコミュニケーション・モデルを開発することである。研究代表者屋良はすで
に、人々の紛争解決のためのコミュニケーション・モデルを開発している(屋良,2009: yara2011: 
yara2014)。本研究では、それを、近年対話を中心とした精神療法として注目されているオープン・
ダイアローグという対話技法と融合させて、新たなコミュニケーション・モデルを開発すること
であった。 
第 2 の目的は、そこで開発したモデルを実際に活用して、ピアサポート・グループを組織し運

営することによって、このモデルの有効性を検証することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
第 1に、紛争解決のための対話技法(Conflict Resolution および合意形成論)と、近年注目さ

れている対話を中心とした精神療法であるオープン・ダイアローグの両者を取り入れた新たな
コミュニケーション・モデルを構築することである 
 第２に、ここで開発されたコミュニケーション・モデルをもとに、実際にピアサポート・グル
ープを組織し、運営していくことによって、その有効性を検証することである。 
 
 
４．研究成果 
 
第 1に、紛争解決の対話技法とオープン・ダイアローグを融合させた新たなコミュニケーショ

ン・モデルを構築し、学術論文として発表した(yara, 2019)。第 2 に、それを基に、ピアサポート・
グループを立ち上げた。 

後者に関して、具体的には、研究代表者屋良と研究分担者星は、数名の有志と2019年にピア

サポート・グループ「ピア南信しあわせの種」を立ち上げ、ウェブサイトの運営および毎月の

定例会および地域との交流会や勉強会、学会などでの講演会やシンポジウムなどを開催した

（ピア南信しあわせの種,2022）。例えば、2022年8月9日には主要メンバー5名でThe 20th 

International Council of Philosophical Inquiry with Children (ICPIC：子供の哲学 国際学

会)において“Mental Health of Children with Troubles and Peer Support”というタイトルでシ

ンポジウムを開催した（ICPC,2022）。また、同年12月17日には「日本こころの安全とケア学会

第５回学術集会」において「ピアサポートと地域おこしの共同実践～ 精神障がい者が自分らし

く生きていくための地域づくり「チームピアサポ」モデルの実現に向けて～」という演題の招

待シンポジウムを開催した（こころの安全とケア学会,2022)。この成果は、近年出版予定である。 
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